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今年の 1 月 1 日に発生した能登半島地震では、東三番街でもかなり大きな揺れがあ

り、正月気分が吹っ飛びました。能登半島地域では甚大な被害が発生し、被害にあわれ

た方々にご冥福・お見舞いを申し上げます。 
 
自治会では役員会で検討し、被災された方への援助・復興に向けた義援金として、自

治会費の余剰金の一部をお送りする事を決定しました。 
 
本来は、会員の皆様のご意見を広くお聞きして判断することだとは思いますが、早急

に支援を行ったほうが良いと考え、役員会で決定しました。 

なお、義援金は見沼区自治会連合会で取りまとめて行う予定です。 

義援金額は1世帯500円×191世帯（自治会員世帯）で95,500円といたします。 
 
以上、ご了承ください。 

 

 

 

 

東三番街自治会では令和 4 年 9 月から約 1 年半の間、モデル事業として無償で結ネ

ットを使ってまいりましたが、来年度から有償となります。 

まだまだ、十分に活用されているとは言い難い状態ですか、防災などにも有効なツー

ルですので、今後も勉強しながら一層の活用をめざして行くことを、自治会役員会で決

定いたしました。 
 
来年度の使用料は年間で 26,400 円で、1 世帯当たりの使用料は 140 円弱／年とな

ります（さいたま市の努力で当初考えていた使用料の四分の１程度

で、利用可能となりました）。 
 
また、今後は経費節減のためにペーパーレス化を進めることも考

えています。具体的には自治会だよりを結ネットで配信する事もそ

の一つです（なお、結ネットを使用できる環境にない会員の皆様に

は印刷物の提供も行います）。 
 
どうぞ、結ネットの活用にご理解・ご協力をお願いします。 
 
なお、まだ導入されていない皆様は、この機会にアプリの導入の検討をお願いいたし

ます。 
 

＊ 本紙 4 ページに、2022 年 11 月にお配りした『自治会電子回覧板モデル事業（結
ネット）への参加のご案内』（全会員世帯配付）のメモ部分を再掲してあります。 

＊ これからお申込みの方は、ご参考にしてください。 

能登半島地震災害義援金について 

 

 

 

 
 
 
 

自治会電子回覧板事業（結ネット）の継続使用について 
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1 月 13 日（土）14 時に、浦和区上木崎四丁目自治協力会の 20 名が視察に来られ、

遊水地の貯水量、アーバン地区の約 30 年の歴史および自然環境について、遊水地を回

り説明を受けられました（自治会参加者：東 2 番街西澤自治会長、東三番街土屋自治会

長、三好環専長、佐藤HP委員長、環専委員 塚本）。 

深作多目的遊水地に来られた理由は、上木崎四丁目自治協力会の玉井会長がさいたま

市議時代に深作多目的遊水地を視察したことがあり、自治協力会での防災の取り組みの

一貫として春日部の首都圏外郭放水路を見学後に、同じ治水機能を持つ深作多目的遊水

地を視察することになりました。また、自治会が運用している「遊水地協議会のホーム

ページ」も参考にされたそうです。 

説明は、小学校横の深作多目的遊水地の説明看板を使い、入居当時（1992 年）の写

真と比較しながら行いました。 

① 首都圏外郭放水路の貯水量は約 70万㎥ですが、深作多目的遊水地も同じく約 70万㎥

の貯水量になります。 

② 入居当時は、遊水地には 1本の樹もありませんでしたが、自然の力により、現在はバ

ードウオッチングができるほどの樹が生えています。 

等々の説明を行いました。 

遊水地に下りてからは、8の字公園のラクウショウの呼吸根（これが意外に好評で皆さ

ん写真撮影していました）や、カワセミが獲物をとる瞬間を見られ喜ばれていました。 

私たちにとっては見慣れた風景ですが、身近にいると普通になってしまうのですね。 

カワセミの観察や公園の草紅葉の時期に、また訪れたいとの事でした。 

 

 

 

 

■ 結ネット：東三番街登録者数＝100 世帯１２8 名です。 

■ 「桜の剪定会＆ゴミ拾い」 ２月 11日（日）9 時～ 

■ 2月役員会 2月 17日（土）１４時～ 

■ 新班長会 2月 25 日（日）13時～（集会所洋室） 

■ 第 32 回東三番街自治会定期総会 3月 24日（日）10～12 時（集会所洋室） 

 

上木崎四丁目自治協力会の皆様が遊水地視察に来られました 
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☆清掃活動 

1月１３日（土）に環境専門委員会のメンバーで、深作川沿いと遊水地（下流側）で清

掃活動を行いました（活動場所は下の地図を参照して下さい）。 

この遊水地では初めての清掃活動でした。ここでは１２月の草刈り後、雑草が繁茂す

る前の１月がベストタイミングでした。遊水地の周りを岩槻方面に散歩する際に、気持

ちよく散歩出来ると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

昨年、朝日新聞デジタルに以下のような記事が掲載されました。 
 

「桜区の桜環境センター内にあるリサイクルセンターで 4月、不燃ごみの

リサイクル設備にある選別機などが焼ける火災があった。家庭ごみとし

て捨ててはいけないリチウムイオン電池が混入して発火したとみられ、

修理費は約 3千万円。リサイクル設備は連休明けまで稼働出来ない見通し

で、市はリチウムイオン電池を家庭ごみとして捨てないよう呼びかけて

いる。」（『朝日新聞デジタル：2023年 5月 8日』より引用） 
 
スマホ、ノートパソコンはリチウムイオン電池のおかげで

軽くて持ち運びでき、また充電ができるため、多くの方が利

用されていると思います。充電式電池を使用した機器はこれ

以外にも加熱式タバコ・電子タバコ、電動歯ブラシ、ハンデ

ィクリーナー、電気シェーバー、モバイルバッテリー、コー

ドレス工具等多々あります。便利な充電式電池ですが、一方

で火災の原因に成り得る恐れがあることを認識し、廃棄の際

にはごみ収集所には出さず、さいたま市が「家庭ごみの出し

方マニュアル」に記載している方法で処理しましょう。 

環境専門委員会報告 遊水地等で清掃活動を行いました 

 

 

 

 
 
 
 

リチウムイオン電池等充電式電池の処理に気をつけて！ 
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資源物回収対象品目は、新聞（チラシを含む）、雑誌、段ボール、紙類（紙箱等）、衣類、

牛乳パック、アルミ缶の７品目です。 
 
① 資源物回収日：2月 4日（日）、2 月 18日（日） 第一、第三日曜日 

集会所玄関前に当日の朝６：００から１２：００までの間にお持ちください。 

※回収日を間違わないよう、ご確認をお願いします。また、回収時間を過ぎて出

さないようにお願いします。回収されなかった資源物はお持ち帰りください。 
 
② 資源物回収状況 

1月  1,400 ㎏ （含む、アルミ缶  30 ㎏） 

前年比  65.4％ 

収益 牛乳パック  40 円 

アルミ缶    900 円 
 
※ 資源物回収は年一回、市から回収重量に応じて

補助金が交付されていますが、これに加えて、

牛乳パックとアルミ缶は回収業者さんからの現

金収入があります。自治会の貴重な収入源にな

っていますので、自治会の資源物回収に極力出

していただきますよう、お願いします。 
 

 

 

 

「結ネット」へのご参加については、2022 年 11 月 16 日付で『自治会電子回覧板

モデル事業（結ネット）への参加のご案内』を全自治会会員世帯に配付し、現在 100

世帯 128 名のみなさまにご登録をいただいています。 

このたび、その当時にお配りした「ご案内」のメモを再掲しますので、まだ登録され

ていない方々でご興味をお持ちの方には、近隣の自治会役員まで、ぜひお声かけくださ

るようにおすすめします。 

パンフレットご希望の方は、自治会役員まで！ 

2月資源物回収日と 1月資源物回収状況 

 

 

 

 
 
 
 

 

自治会電子回覧板事業（結ネット）への参加ご案内＜再掲＞ 

 

 

 

 
 
 
  

2022 年 11 月 16 日 
 

自治会電子回覧板モデル事業（結ネット）への参加のご案内 
東三番街自治会長 土屋角夫 

 
会員の皆様には、日頃から自治会活動にご理解ご協力をいただきありがとうございます。東三

番街自治会では、さいたま市の「自治会電子回覧板モデル事業」のモデル自治会に選ばれました

ので、多くの方に参加いただき活用して頂きますようご案内申し上げます。 
 
結ネットは災害時の安否確認を迅速に行うための強力なツールになります。また、各種サーク

ル活動の連絡・出欠確認などにも活用いただけます。是非、積極的に登録をお願いします。 

 

□ 参加いただく方法は、お手持ちの機器により異なります。 

□ 登録いただく個人情報は、結ネット通信以外の目的には使用せず、厳重に管理します。 
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深作の氷川神社の幟（のぼり）２ 
 

今年の元旦、アーバンの遊歩道は三世代で深作の氷川神社に初詣に向かう人々が行き

かっていました。いつもなら赤い鳥居の両脇に大きな幟が立てられるのですが、強風の

ため夜中のうちに降ろされて、見ることはできませんでした。この幟、昭和 47 年まで

は氷川神社のものは天保4年（1833）、同じ境内にある諏訪神社のものは天保11年

（1840）に幕末の三筆の一人、書家巻菱湖（まきりょうこ）による書を染めぬいたも

のでした。そんな大家がなぜ深作村の幟の字を書いたのでしょう。 

巻菱湖が書いた幟は他にも天保 11 年（1840）に大宮の大門町の氏子によって大宮

の氷川神社に奉納されています。巻菱湖は 19 才のとき、郷里の越後を出て江戸に移り

住んだのですが、江戸に向かう途中、中山道の大宮宿で日が暮れ、一軒の旅篭に寄りま

した。ところが、あまりに身なりがみすぼらしいので、粗末な行灯部屋をあてがわれま

した。その後、書の大家となった菱湖は、大宮の大門町から幟の字を書いてほしいと頼

まれ快諾、町は大宮宿の山崎本陣を菱湖の宿に用意したのですが、菱湖は本陣には入ら

ず 19 才の時に泊った例の旅篭の行灯部屋で揮毫しました。不思議に思った町の人がわ

けを聞くと、笑いながら昔の話をしたので、旅篭の主人は大いに恥じ入ったということ

です。菱湖は天保 14 年に亡くなるまで越後に何度か帰っていて、その際には中山道の

大宮宿を通ったと思われます。 

さらに大宮の氷川神社には菱湖が書いた関東一の大幟もありました。これは江戸柳橋

の料理茶屋万八楼の百畳敷の大広間で書かれました。万八楼はたびたび書画会の会場に

なったところです。当時江戸では書画会が盛んに開かれていて、書家や画家たちの作品

の展示だけでなく、目の前で書くのを見たり、作

品を買うことができました。また書画会は江戸の

郊外でも開かれました。 

一方、深作村は大宮宿から北東へ約 6 キロメート

ル、当時の村高は大宮宿の 1292 石に次いで

1162 石と大宮地域の中で 2 番目の石高を誇って

いました。村の名主で紀州藩の御鷹場鳥見役の八木

橋家（JA 春岡あたり）は名字帯刀を許され、瓦葺

の長屋門を構え、奥庭は江戸から深作に至るまでに

ある庭の三本の指に入るような素晴らしいものだっ

たそうです。また、八木橋家は幕府の要請で長芋な

どの作物を扱う問屋を江戸に設けたり、勧進元とな

って江戸相撲を深作の諏訪神社に奉納したり、原市

で開かれた書画会の開催に関わったりと、江戸文化

との交流が盛んでした。そんなことから巻菱湖に依

頼することになったのかもしれません。 

 
 

東三番街 平山由喜 
               

写真は平成 25年 8月 24日 最後のササラ獅子舞のとき 

 



 

 
 


